
ヒトでの遺伝性影響のリスク遺伝性影響

■放射線による生殖腺（生殖細胞）への影響
◎遺伝子突然変異

DNAの遺伝情報の変化（点突然変異）
◎染色体異常

染色体の構造異常
※ヒトでは子孫の遺伝病の増加は証明されていません

■遺伝性影響のリスク(子と孫の世代まで）
= 約0.2％/グレイ(1グレイあたり1,000人中2人) 

(国際放射線防護委員会（ICRP）2007年勧告）

この値は、以下のデータを用いて間接的に推定されている
・ヒト集団での各遺伝性疾患の自然発生頻度
・遺伝子の平均自然突然変異率（ヒト）、平均放射線誘発突然変異率（マウス）
・マウスの放射線誘発突然変異からヒト誘発遺伝性疾患の潜在的リスクを外挿する補正係数

■生殖腺の組織加重係数（国際放射線防護委員会(ICRP)勧告）
0.25(1977年)→0.20(1990年)→0.08(2007年)
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発がんのしくみ

・放射線はがんを起こすさまざまなきっかけの一つ

・変異細胞ががんになるまでには、いろいろなプロセスが必要
→数年～数十年かかる

がん・白血病

白血病以外のがん
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